
令令和和８８年年度度後後期期  

技技 能能 検検 定定 受受 検検 案案 内内  

技技能能五五輪輪長長崎崎県県大大会会案案内内  
技能検定とは、労働者の有する技能を一定の基準により検定し、これを公証する技能の国家検定制度です。 

技能者の技能修得意欲を増進させ、社会的な評価の向上を図り、ひいてはわが国の産業発展に寄与しようと 
するものです。 
 技能検定に合格した方には、特級、１級及び単一等級は厚生労働大臣名の、２級及び３級は長崎県知事名の 
合格証書が交付され、技能士と称することができます。（等級区分は職種によって違います。） 

                【【問問合合せせ・・提提出出先先】】  

長長崎崎県県職職業業能能力力開開発発協協会会  

〒〒８８５５１１－－２２１１２２７７  

西西彼彼杵杵郡郡長長与与町町高高田田郷郷  ５５４４７７－－２２１１  

技技能能・・技技術術向向上上支支援援セセンンタターー内内  

TTEELL：：００９９５５－－８８９９４４－－９９９９７７１１  

FFAAXX：：００９９５５－－８８９９４４－－９９９９７７２２  

hhttttppss::////wwwwww..nnaaggaassaakkii--nnoouukkaaii..oorr..jjpp  

登登録録番番号号：：TT11331100000055000011885533  

１１..実実施施日日程程

受受付付期期間間  
令令和和８８年年１１００月月  ５５日日((月月))かからら  

令令和和８８年年１１００月月１１６６日日((金金))ままでで  

・土曜日・日曜日・祝日を除く

・当日消印有効

実実技技試試験験  

(問題公表) 
令令和和８８年年１１１１月月２２７７日日((金金))  

・日時および試験会場を記載した受検

票と実技試験問題を順次発送いたし

ます。

なお一部の作業試験については問題

概要のみの公表となります。

実実技技試試験験  

(実施期間) 

令令和和８８年年１１２２月月  ４４日日((金金))かからら  

令令和和９９年年  ２２月月１１４４日日((日日))ままでで

・左記期間のうち長崎県職業能力開発

協会が指定する日となります。

学学科科試試験験  

令令和和９９年年  １１月月２２４４日日((日日))  

令令和和９９年年  １１月月３３１１日日((日日))  

令令和和９９年年  ２２月月  ７７日日((日日))

・全国統一実施のため、職種によって

試験日時が決定しています。

Ｐ５・６の実施職種・実施日をご確

認ください。

・日時・試験会場については、あらた

めて受検票で通知いたします。

合合格格発発表表  令令和和９９年年  ３３月月１１２２日日((金金))  
・合格発表の詳細についてはＰ３を

ご覧ください。

国国家家検検定定  

職種・作業によっては、免許又は技能講習・特別教育等の資格証の携帯が義務付けられています。 P１0～ 

P１5 の実技試験の概要をご確認ください。 

【【重重要要】】提提出出前前にに必必ずずごご確確認認くくだだささいい  

全全員員必必須須 

1.受検申請書（写真 1 枚貼付：縦 4cm×横 3cm）

2.本人確認書類のコピー（免許証・マイナンバーカード等）

3.受検手数料の振込証明書等のコピー

該該当当すするる方方ののみみ 

4.免除証明書のコピー（一部合格通知・技能照査等）

5.在籍証明書等（2.3 級を受検する 23 歳未満の在職者の方）
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２２..受受検検申申請請かからら合合格格発発表表日日ままででににつついいてて

（（１１））受受検検申申請請ににつついいてて

令和８年１０月５日(月)～１０月１６日(金)の受付期間に,必要書類を郵送もしくは窓口に提出

してください。なお一部職種（機械検査）において、マイナポータルによるオンライン申請を予

定しております。詳細は当協会までお問合せください。

①① 提提出出書書類類

・受検申請書 （写真は、縦 4cm×横 3cm 申請前 6 ヶ月以内に撮影した正面脱帽上半身のもの） 

記入例はＰ１６ 受検資格はＰ７ 免除資格はＰ８ をご覧ください。 

・本人確認書類 （Ｐ４をご覧ください。また２・３級を受検する２３歳未満の在職の方は在職証明等

の提出も必要です。） 

・受検手数料の納付が確認できる書類のコピー

（インターネットバンキングによる振込の場合、振込金額・振込者がわかる画面を印刷して提出してください。） 

・免除の証明書類のコピー(一部合格通知・合格証書等のコピー)後日判明しても免除できません。

・一括送付用の一覧表

〈〈一一括括送送付付用用一一覧覧表表のの例例〉〉  

②② 提提出出方方法法

窓口の場合 

当協会の窓口へ申請期間中（平日 8：45～17：30）に 

持参してください。手数料は、現金でも可能です。 

お釣りがないようにご準備ください。 

郵送の場合 

当協会あてに郵送してください。（提出先は表紙） 

手数料を現金で納める場合は、必ず現金書留とし 

受検申請書と一緒に郵送してください。 

１０月１６日(金)の消印有効です。 

③③ 受受検検手手数数料料（（消消費費税税非非課課税税））

※※申申請請期期間間中中にに（（振振込込（（上上記記口口座座））・・窓窓口口現現金金支支払払いい・・現現金金書書留留））いいずずれれかかのの方方法法でで納納入入ししててくくだだささいい。。

・平成２９年度後期試験から実技試験手数料の減免措置が拡充されました。

（学科試験手数料は変更ありません。）なお、減免措置対象者は、日本国籍を有し、または、出入国管理及び

難民認定法別表第二に規定する永住者に限ります。 

全職種・全作業とも下表のとおりとなります。（免除または受検しない試験についての受検手数料は不要です。） 

令令和和８８年年４４月月１１日日時時点点のの年年齢齢  
受受  検検  手手  数数  料料  

実実技技試試験験  学学科科試試験験  計計  

特特    級級  
１１      級級  

単単一一等等級級  
全全      年年      齢齢  1188,,220000 円円  33,,110000 円円  2211,,330000 円円  

２２ 級級  

３５歳以上の方(平成３年４月１日生以前) 
および上記減免措置対象者に該当しない方 1188,,220000 円円  33,,110000 円円  2211,,330000 円円  

３５歳未満の方(平成３年４月２日生以降) 99,,220000 円円  33,,110000 円円  1122,,330000 円円  

３３ 級級  

３５歳以上の方(平成３年４月１日生以前) 
および上記減免措置対象者に該当しない方 1188,,220000 円円  33,,110000 円円  2211,,330000 円円  

３５歳未満の方(平成３年４月２日生以降) 99,,220000 円円  33,,110000 円円  1122,,330000 円円  

職業高校等在学生で、３５歳未満の方 
(平成３年４月２日生以降) 33,,110000 円円  33,,110000 円円  66,,220000 円円  

職 種 作 業 級 氏 名 実技試験 学科試験 手数料額 備 考 

配 管 建築配管作業 １級 長与 次郎 18,200 円 3,100 円 21,300 円 

機械検査 機械検査作業 ２級 長崎 一郎 9,200 円 3,100 円 12,300 円 35 歳未満 

ｼｰｹﾝｽ制御 ｼｰｹﾝｽ制御作業 ３級 長崎 花子 免 除 3,100 円 3,100 円 

合   計 ３名 27,400 円 9,300 円 36,700 円 

【【振振込込先先】】  

銀銀  行行  名名  ……  十十八八親親和和銀銀行行（（00118811））  
支支  店店  名名  ……  時時津津中中央央支支店店（（111122））    
口口座座種種別別  ……  普普通通      
口口座座番番号号  ……  １１００４４００９９７７９９  
口口座座名名義義  ……  長長崎崎県県職職業業能能力力開開発発協協会会  
※※振振込込前前にに受受検検手手数数料料にに間間違違ええががなないいかか確確認認ををおお願願いいししまますす。。  

※※振振込込手手数数料料はは、、受受検検申申請請者者のの負負担担ととななりりまますす。。
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④④ 留留意意事事項項

・実技試験、学科試験の両方免除の場合は、全職種（前期・後期）とも受検申請ができます。

※両方免除の場合、写真及び手数料は不要です。

（詳細は、長崎県職業能力開発協会までお問い合わせください。）

・受検手数料については、実技試験手数料と学科試験手数料を同時に納入してください。

（免除または受検しない試験についての手数料は不要です。）

また、受検手数料については、受付完了後はいかなる理由があっても返金は出来ません。

・実技試験について、受付人員及び設備等の制約のため、他県で受検していただく場合や実技試験を

取り止める場合があります。

・学科試験は、全国統一の日程で実施されます。

また、一部の実技試験についても全国統一の日程で実施されます。Ｐ５～６をご覧ください。

・学科試験について、各地区の受検者が少ない場合は、他の地区で受検していただく場合があります。

・受検資格の判定に必要な場合は、証明書類を別途提出いただく場合があります。

・機械設備の関係で、作業によっては受検者の事業所等を試験会場に指定する場合があります。

（（２２））試試験験日日時時おおよよびび受受検検票票のの発発送送ににつついいてて

実技試験及び学科試験の試験日時、会場、その他注意事項等については受検票で通知します。 

受検票は、問題公表日１１月２７日以降に順次発送します。１２月中旬頃までに受検票が届かない 

場合は、当協会までご連絡ください。また、試験日には必ず受検票を持参してください。 

（（３３））合合格格発発表表日日ににつついいてて

令令和和９９年年３３月月１１２２日日  ((金金))  にに合合格格発発表表いいたたししまますす。。  

◎◎技技能能検検定定合合格格のの方方

長崎県のホームページ https://www.pref.nagasaki.jp/ で合格者の受検番号を掲示します。 

トップページで🔍🔍技能検定 合格発表 と検索してください。 

また、長崎県職業能力開発協会より合格者に文書で通知いたします。 

合合格格者者ととはは  

①実技試験及び学科試験の両方に合格された方

②実技試験が免除で、学科試験に合格された方

③学科試験が免除で、実技試験に合格された方

④実技試験及び学科試験の両方が免除の方

◎◎実実技技試試験験・・学学科科試試験験のの一一部部合合格格のの方方

実技試験又は学科試験の一方に合格された方には、「実技試験一部合格通知」又は「学科試験 

一部合格通知」を発送します。 

なお、この一部合格通知は、今後技能検定を受検される場合、免除資格の証明になりますので、 

大切に保管してください。 

不合格の方には通知しませんのでご留意ください。 

◎◎そそのの他他

・申請後に住所、氏名等が変更になった場合は必ず長崎県職業能力開発協会に連絡してください。

変更の連絡がなく、長崎県職業能力開発協会からの通知等が届かない場合は責任を負いかねます。

・ご不明な点は､長崎県職業能力開発協会「職業能力検定課」にお問い合わせください。
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３３..本本人人確確認認書書類類ににつついいてて
受検申請をされる方は、次のいずれか１つのコピーを受検申請書と同時に提出してください。 

① 運転免許証（裏面に記載がある場合は、裏面もコピーしてください。）

② マイナンバーカード(特定在留カードを含む。個人番号が記載されている箇所は黒塗りすること。） 

その他の日本の官公庁が発行した身分証（氏名及び生年月日が確認できるものに限る）

③ 特別永住者証明書、在留カード

④  資格確認書(氏名および生年月日が確認できるものに限る)

⑤ 学生の方は、生徒手帳、学生証、在学証明書のいずれか(氏名および生年月日が確認できるものに限る)

※※本本人人確確認認書書類類はは、、原原寸寸大大ササイイズズでで、、氏氏名名・・生生年年月月日日等等ががははっっききりりとと確確認認ででききるるよよううににココピピーーししててくくだだささいい。。

２２・・３３級級をを受受検検すするる２２３３歳歳未未満満のの在在職職者者のの方方

上上記記のの本本人人確確認認書書類類ののココピピーーにに加加ええ、、在在職職をを証証明明すするる下下記記書書類類いいずずれれかか 11 点点をを添添付付ししててくくだだささいい。。  

※※ごご不不明明なな場場合合はは、、事事前前にに長長崎崎県県職職業業能能力力開開発発協協会会へへおお問問合合せせ下下ささいい。。

ﾌﾘｶﾞﾅ

生年月日

住所

入社年月

所属部署

〒

 ㊞

電話番号

在職証明書

下記の者は、当社に在職していることを証明します。

長崎県職業能力開発協会　様

氏名

　　昭和　・　平成 　　年　 　　月 　　　日

〒　　　　　－

　　平成　・　令和 　　年　 　月　

令和  年 　 　　　月 日

事業所所在地

事業所名称

事業主氏名

【【給給与与明明細細】】  
氏名、事業所名が記載されているもの。

金額の部分は黒塗りしてください。

申請日直近の明細を添付してください。

【【雇雇用用保保険険被被保保険険者者証証】】  【【在在職職証証明明書書】】  
様式については、任意ですが、氏名・生年月日、在職期

間は必ず記載してください。

⽒名 検定 太郎 様

労働⽇数 労働時間 残業時間

基本給 扶養⼿当 住宅⼿当 地域⼿当 資格⼿当 ⽀給総合計

健康保険 厚⽣年⾦ 雇⽤保険 所得税 住⺠税 控除合計

【例】 給与明細書
令和〇年△⽉分

所属 製造部第⼀課

勤怠

⽀給

控除

株式会社△△
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